
2024年度都道府県指導者養成研修
（がん化学療法チーム研修企画）

香川大学医学部附属病院



特定機能病院

都道府県がん診療連携拠点病院
がんゲノム医療連携病院
小児がん連携拠点病院
骨髄バンク移植認定病院
エイズ診療中核拠点病院
臓器提供、腎臓・膵臓移植施設
災害拠点病院
肝疾患診療連携拠点病院
認知症疾患医療センター
難病診療連携拠点病院 等

香川大学医学部附属病院



都道府県の情報 (2020年度)

都道府県内の総人口
がん死亡者数 (％)
高齢化率

950,244 人
3,077 人 ( 22.1％) *2022年度

31.8 ％

香川大学医学部附属病院
香川県

3

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
がん死亡者数のカッコ内は「都道府県内におけるがん死亡者数／都道府県内の総人口」をお書きください。高齢化率は「都道府県内の６５歳以上人口／都道府県内人口」をお書きください。上記以外に、都道府県の特徴やお国自慢、所属施設の紹介等、ご自由にお書きください。必要があれば、６枚目のスライドにある白地図をお使いください。



都道府県内のがん患者の状況

がん種
2019年度 2022年度

罹患者数 罹患率 死亡者数 死亡率

肺がん 1107人 13.2％ 610人 20.2％

大腸がん 1116人 13.3％ 353人 11.7％

胃がん 1164人 13.8％ 352人 11.7％

乳がん 737人 21.3％ 123人 9.9％

肝臓がん 225人 4.8％ 214人 7.1％

膵がん 373人 4.5％ 319人 10.6％

悪性リンパ腫 352人 4.2％ 124人 4.1％

香川大学医学部附属病院
香川県

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都道府県内のがんを取り巻く現状について記載してください。スライドは参考ですので、利用しなくても結構です。



がん診療連携拠点病院の情報
� 都道府県がん診療連携拠点病院 １施設

香川大学医学部附属病院 613床

� 地域がん診療連携拠点病院 ４施設
香川県立中央病院 533床（一般526床）

高松赤十字病院 507床（一般505床）

香川労災病院 404床
三豊総合病院 462床（一般458床)

� 香川県がん診療連携協力病院(2024年度～県指定)
高松市立みんなの病院 305床（一般299床）

四国こどもとおとなの医療センター 689床（一般452床）

香川大学医学部附属病院
香川県

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
厚労省が指定するがん診療連携拠点病院の情報を記載してください。可能であれば、がん診療連携拠点病院の病院名や病床数も書き出してください。数値データはお配りした現況報告を参考にしてください。



がん診療病院の情報

香川大学医学部附属病院
香川県

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その他、がん診療病院があれば記載してください。どこに、どのくらいの規模の病院が指定されているのか、都道府県のホームページやがん対策推進計画を参考にしてください。可能であれば病院名を書き出してください。ホームページ等で情報が得られない場合には各県庁にお問い合わせください。



都道府県におけるがん医療の特性
・ 高松圏域、中讃圏域に人口及び医療機関が集中しており、他の圏域
から医療需要が流出している

・がんの人口10万人あたりの死亡率は、心疾患、脳血管疾患よりも上昇
傾向にあり、死因第１位となっている

・がんの死亡割合は、40歳～60歳代において高く、50歳代から70歳代
において、がんによる死亡割合は約３～４割前後である

・75 歳未満年齢調整死亡率は。胃がん、 肝がん、肺がんは減少傾向
にある。大腸がん・子宮がんは、全国平均よりも低いが、横ばいの傾向
である。

・年齢調整罹患率の推移は、胃がん・肺がん・肝がん・子宮頸がんは、
全国値よりもやや高く、大腸がん・乳がんは全国値よりもやや低く推移
している。

香川大学医学部附属病院
香川県

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都道府県の保健医療計画やがん対策推進計画を参考に、自県のがん医療の特性を記入してください。表やグラフを用いたり、スライドを追加していただいても結構です。例）　・県西部に人口が集中している・全国と比較すると胃がんによる死亡率が高い・がん死亡者の8割が65歳以上の高齢者である・47都道府県中○番目に死亡率が高い・二次保健医療圏の平均人口は全国の○倍である



都道府県におけるがん化学療法の現状と課題
【現状】
・各施設ごとにがん化学療法が実施されており、診療科ごと、職種間での情報
共有にとどまっている
・がん化学療法に関する研修は、都道府県拠点病院セミナー以外は、各施設
ごと、研究会などで実施されている
・外来化学療法は増加しているが、かかりつけ医や在宅医療機関との連携が
十分にはかれていない
・がん化学療法において、災害時等に対応できる協力体制が構築されていない
・急性期病院が多く、治療継続が可能な療養型医療機関が少ない

【課題】
・施設間で顔の見える関係づくりや県内のがん化学療法に関する課題について
話し合い、PDCAサイクルをまわす
・地域医療機関や在宅医療機関に対するがん化学療法に関する情報発信や
連携を強化し、県民が安心して治療を受けることができる体制構築を行う

香川大学医学部附属病院
香川県

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都道府県の保健医療計画やがん対策推進計画を参考に、分かる範囲でお書きください。



研修の概要

【タイトル】
つながりのあるがん薬物療法をめざして

【目的】
香川県のがん薬物療法における顔の見える関係性づくり

【対象者・人数】
4職種×施設数（拠点病院・協力病院 7施設） 28名＋α
（オブザーバー：行政担当者）

【目標】
一般目標 (GIO)

・各施設の現状や課題を共有できる
・自施設内での多職種連携がとれる
・県内での顔の見える関係性をつくる
・県内の課題を施設間で共有できる

到達目標 (SBO)

・自施設の取り組みを説明できる
・他施設の取り組みを説明できる



プログラム
開始 終了 時間 研修方法 内容

13：00 13：30 受付

13：30 14：00 30 講義 講演（最新トピックス：irAEについて）

14：00 １4：15 15
オリエンテーション
事前アンケート結果報告

14：15 14：45 30 発表 各施設紹介3分×7施設

14：45 15：15 30 グループワーク
職種別グループワーク
（がん薬物療法における自施設や地域の課題）

15：15 15：30 15 発表 発表3分×4職種

15：30 15：40 10 休憩

15：40 16：10 30 グループワーク
職種混合グループワーク
（がん薬物療法における自施設や地域の課題）

16：10 16：35 35 発表 発表（各Ｇ3分＋質疑応答2分）×７施設

16：35 16：45 10 まとめ、アンケート

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2日目がある場合にはスライドを複製してください



研修の評価

【実施評価】
研修終了後、受講者へアンケートを実施する。
内容：研修テーマ、開催時期、研修時間、開催方法、研修の満足度

今後の研修の希望内容など

【結果評価】
・職種別・職種混合でのグループワークを通して、各施設の現状や課題を
理解し、自施設の課題を抽出できる
・抽出した課題について、自施設での取り組みを考えることができる
・半年後を目安に各施設へ進捗状況を確認し、参加施設間で共有する
（課題と取り組みに関するフォーマットを送付し、全施設をまとめたものを
送付する）

【企画評価】
・研修内容や研修方法、研修のプログラム等の適切性についてアンケート
結果をもとに評価する
・研修担当者間での振り返りを行う

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「効果的な研修の企画」の講義を参考に、各評価について、時期や方法、評価内容について記載してください。参考）実施評価：実施経過を振り返り、実施内容の適切性を評価する。実施内容について従事者側と参加者の反応から評価する。結果評価：到達目標（SBO）を評価する。研修前後の状態を比較してSBOの達成度を評価する。企画評価：実施評価、結果評価を踏まえ、企画全体の適切性を評価する。



セッション1

【学習目標】
各施設の現状や課題を共有し、自施設の課題を抽出できる

【事前準備】
・各グループワークの内容の要点を整理しておく
・香川県がん診療連携拠点病院・連携病院等へ研修開催の案内・参加募集を行う
・研修参加者へ事前アンケートを実施する

【会場準備】
・グループワーク形式に机をセッティング、グループごとにホワイトボード、マーカー、
メモ等を配置する

【すすめ方】
グループごとにファシリテーター1名を配置する
司会・書記・発表は、グループメンバーで決定する

【セッションでの留意点】
ファシリテーターは参加者の発言を促し、円滑なグループワーク進行に努める
時間厳守

日時 ○月 ○日（○） １３：３0～１６：４５

場所 香川大学医学部附属病院 マルチスペース2F
セッティング 開始時は各施設ごとにグループワーク形式に集合
担当 香川大学医学部附属病院(医師、薬剤師、看護師、MSW)
用意するもの PC、プロジェクター、ホワイトボード(グループ数)、マーカー、参加者名札

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セッション２以降はスライドを複製してください
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